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江
戸
時
代
と
い
う
の
は
、　

一
般
の
庶
民

に
は
忠
が

ｌｉ‐
！ｉ
ま
る
よ
う
な
日
々
で
あ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

そ
の
最
大
の
原
閃
は
身
分

制
度
で
す
。

武
士
は
、

為
政
者
と
し
て
庶
民

（農
Ｌ

商
）
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

武

■
に
も
厳
と
し
て
階
級
が
あ
り
、

下
級
士
、

足
軽
な
ど
は
上
級
士
に
対
し
て
頭
が
上
が

ら
ず
、
こ
れ
ま
た
終
生
、

永
代
に
わ
た

っ

て
窮
屈
、

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
上

級
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
身
分
と
階
級
は
大
理
に
よ
り

人
分

（人
が
分
け
た
）
と
い
う
観
念
を
強

制
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

そ
の
教
義
は
、

中
国
伝
来
の
儒
学
に
基
づ
く
朱
子
学
を
巧

妙

に
延
用
し
た
も
の
で
、

す
べ
て
神
君

（徳
川
家
康
）
御
採
用
の
学
と
し
て
朱
子

学
派
の
衣
看
板
に
し
ま
す
。

儒
学
を
根
幹

に
し
て
教
理
を
立
て
た
学
派
に
陽
明
学
、

占
学
派
が
あ
り
、

大
い
に
朱
ｒ
学
派
に
反

推
し
て
、

そ
の
矛
盾
を
指
摘
し
ま
す
が
、

徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

そ
の

一
つ
が
、

わ
が
福
岡
に
お
け
る
亀

井
南
冥
の
受
難
で
す
。

有
名
な
福
沢
諭
吉
は
、

「
身
分
と
階
級

は
親
の
仇
で
ご
ざ
る
」
。

ま
た
、

「
人
は
人

の
上
に
人
を

つ
く
ら
ず
」
と
、

名
言
に
し
、

「
わ
が
先
生
は
亀
井
が
大
信
心

で
…
…
」

な
ど
と
も
言

っ
て
お
り
ま
す
が
、

彼
の
師

は
中
津
藩
の
白
右
照

―――
で
亀
井
昭
陽
を
熱

心
に
私
淑
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
相
沢
諭
占
の
言
葉
も
、

す
べ
て
明

治
に
な

っ
て
の
こ
と
で
維
新
前
に
占

っ
て

お
れ
ば
、

南
冥
同
様
に
終
身
拘
束
は
免
れ

な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
開
明
派
に
よ
っ
て

近
代
は
つ
く
ら
れ
、

旧
体
制
の
中
に
あ

っ

て
福
沢
諭
吉
な
ど
は
上
子
に
勉
強
、

そ
の

知
識
を
も
の
に
し
た
わ
け
で
す
。

詩
、

書
、

同
、
こ
の
文
芸
趣
向
は
、

身

分
階
級
の
外
に
立

つ
一
つ
の
■
き
方
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、

亀
井
少
栞
、

ｉ
川
下
篠
な
ど
は
、
と
も
に
父
親
が
開
明

的
な
思
想
を
持

っ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
が
、

彼
女
た
ち
に
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。

い
ま

一
つ
、

両
女
に
共
通
性
が
あ
る
の

は
、

ど
ち
ら
も
後
嗣

つ
ま
り
家
を
継
ぐ
子

孫
を
得
る
こ
と
。

少
茉
は
、　

十
女
を
失

っ

た
後
、

弟
の

一男
を

一
歳
で
引
き
取
る
、

つ
ま
り
養
子
に
し
て
Ｌ
子
に
勉
強
さ
せ
た
。

ヽ
篠
は
、

■
卜
九
歳
で
ニ
ト
七
歳
の
大

を
迎
え
て
三
年
後
、

美
事
に
男
子
出
産
と

い
う
当
時
の
女
性
年
締
か
ら
は
神
わ
ざ
に

近
い
願
望
達
成
を
得
ま
し
た
。

（亀
陽
文
庫
　
理
事
長

庄
野
寿
人
）
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少
栞
の
夫
雷
首
宛
書
簡

（訓
　
ユじ

小
書
謹
呈
、

岩
今
朝
急
に
帰
り

を
請
う
故
不

一
一
。

昨
帰
路
は

健
足
。

姪
浜
よ
り
道
太
郎
帰
り
、

宗
、

迎
え
来
り
、

晩
景
に
家
に

達
す
。

道
に
偶
、

管
蔵
に
あ
い

友
は
安
心
此
の
上
は
無
し
。

今

日
、

下
着
唯
子
を
作
り
便
に
附

せ
ん
と
す
る
に
能
わ
ず
。

残
念

限
り
無
く
、

如
何
す
べ
か
ら
ず
。

家
は
皆
無
事
。

流
行
無
し
。

安

心
。

他
は
後
便
に
期
す
。不

具

七
月
　
朔

小
妾
友
拝
呈

夫
君
足
下

本
月
六
日
無
事

二
大
坂
着
之
書
、

十
六
日
叔
父
博
多
ヨ
リ
持
チ
帰
り
、

十
九
日
二
兄
君
今
宿

二
持
来
ル
。

析
々
止
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
ド
ヲ
シ
タ
速
ナ
ル
コ
ト
ニ
候
ヤ
。

九
日
二
鮮
ヲ
作
ル
、

其
日
足
下
硯
海
渡
リ

ノ
書
達
ス
。

十
九
日
二
又
鮮
作
ル
。

順
也
告
ゲ
テ
ロ
ク
、

今
日
大
坂

ヨ
リ
ノ
書
来
ル
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ

ト
。

果
シ
テ
然
り
、

果
シ
テ
然
り
。

先
日
、

叔
父
卜
談
ジ
、

足
下
ノ
誕
生
祝
ヲ
三
月

十

一
ロ
ニ
致
シ
候
。

又
、

営

二
酢
ヲ
作
ル
ベ
シ
其

頃

ハ
江
都
着
ノ
書
相
違
シ
候

ハ
ン
。

も
母

沖

，
Ａ　

岳
‐

☆

　

　

貯
合
　

　

一　

嘉
介

へ‐ま購
ど
ザ
ル
コ
ト
心
に
轍
り
、

忘
ル
可ヘ

≡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ズ
候
、

ヨ
フ
ヤ
ク
案
ジ
付
キ
、

書
画
ヲ
送

り
申
シ
候
。

此
ノ
内
五
六
枚
お
遣
シ
成
サ
ル
ベ

ク
候
。

一を答
よ
付
整
，
１

氏
玄
え
雫

歩
ず
ｆ
た
久
■

中
為

十汲

参

濠

怒

鞭

中

鍮

繭

翻

的
紳
貯
呻
車
純

書
簡
類
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、

福
岡
市
今
宿
亀

井
家
に
は
少
乗
が
母
や
夫
、

息
子
に
し
た
た
め
た
書
簡
を
は
じ
め
、

文
政
四

年
、

雷
首

・
少
栞
夫
妻
が
今
宿
に
分
家
し
て
か
ら
、

明
治
十
九
年
に
少
栗
の

息
子
儒

水ヽ
が
亡
く
な
る
ま
で
の
六
十
五
年
間
に
わ
た
る
書
簡
、

記
録
が
遺
さ

れ
て
い
ま
す
。

既
に
、

福
岡
県
文
化
会
館
に
よ
り
調
査
が
な
さ
れ
た
七
〇
二

点
の
資
料
に
、

新
し
く
発
見
さ
れ
た
多
数
の
資
料
を
加
え
、

そ
の
中
か
ら
数

点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

上
段
右
の
書
簡

（縦

一
六

・
二
×
横
五
七

・
四
糎
）
は
、

少
栞
が
夫
雷
首

に
宛
て
た
も
の
で
夫
の
留
守
を
守
る
少
栞
が
、

近
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

夫
が
安
心
す
る
よ
う
に
気
遣

っ
た
手
紙
で
す
。

初
め
に
出
て
く
る
人
、

岩
は

使
用
人
。

道
太
郎
は
親
戚
の
青
年
。

宗
は
昭
陽
の
四
女
、

少
乗
の
末
妹
で
、

少
栗
宅
に
手
伝
い
に
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
付
は
七
月
朔
と
な

っ
て
い

ま
す
が
、

少
栗
夫
妻
が
今
宿
に
移
転
後
、

紅
染
誕
生
前
、　

つ
ま
り
文
政
七
年

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

上
段
左

（縦

一
六

・
二
×
横
五
九

・
五
糎
）
は
、

多
数
残

っ
て
い
る
少
栗

の
後
嗣
儀
永
宛
書
簡
の

一
通
で
す
。

本
紙
は
左
か
ら
巻
き
、

右
端
の
巻
き
終

わ
り
が
と
じ
目
と
な

っ
て
お
り
、

表
書
き
の

「‐篤
永
殿
母
よ
り
」
の
字
が
紙

を
透
か
し
て
見
ら
れ
ま
す
。
日
付
は
二
月
二
十

一
日
認
と
な

っ
て
お
り
、

十

一
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
九
項
目
に
は
、

ヨ

、
母
は

一
昨

年
以
来
の
も
と
め
の
書
画
を
日
々
書
き
申
し
お
り
候
。

書
画
が
な
に
よ
り
ま

ぎ
れ
て
よ
ろ
し
く
候
。

」
と
記
さ
れ
、

少
栞
が
い
か
に
書
画
を
書
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
か
が
偲
ば
れ
ま
す
。

末
文
の

「
若
様
云
々
…
…
」
は
嗣
子
篤
永
の
こ
と
で
、

珍
し
い
母
少
茉
の

茶
目

っ
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

第

一
項
目
に
は
篤
永
の
訪
問
先
よ
り
以
前
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
少

栗
作
書
画
の
贈
呈
に
関
す
る
記
事
も
あ
り
、

興
味
深
い
書
簡
で
す
。

左
の
書
簡

（縦

一
六

・
五
×
横
八

一
・
五
糎
）
は
少
栗
が
母
に
宛
て
た
も

の
で
す
。

上
段
の
二
通
と
は
違
い
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

年
末
の

あ
わ
た
だ
し
さ
の
中
で
書
か
れ
た
も
の
ら
し
く
日
付
は
十
二
月
二
十
七
日
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

娘
の
紅
染
の
手
習
の
様
子
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
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幹

求
，
‐十

ゼ
腎
】
″
冷
，そ
オ
ス
革
よ

幸

ユ
争

矛

絵

４ヤ

・み
代

携
零

鮮

毛

哀

馨
館
伐
繁
狩緩
繁

幾隷
触
辞
牲液姉
森
強

ボ盟

簿

盤

難

へ

晋
彰
な
夕
第
一投
「
そ
ｌ
ｆ
甘
す
る
キ
を幹

判
侯
各
考
ｔ
そ
な
ｔ
於
ぐ歩
１
メ
拡
Ｒ
ま

報
撥

犠
軽
路

ぇ

Ｌ

転

力
そ

湖捧
堪
中商担
綾
鵜
簿

カラ
一
年
、

Ｌ
熱
範
ギ翠
永夕
官
る

張
み
各
Ｒ

核
Ａ
拭

俺

律
ネ
気

■

々

小
恐
身
ヽ
み
還
ヽ
徳
一ネ
午
払

押蜂
落
綸
犠
街ぱゃ
チ
です

一律
キ

み
響
幣
移
誓
、玖
ナ
下
を
ヶ

〓絵

と

拭
待

盤

倉

か

脚

今
そ
―
々
ギ
↑
多
ど
Ｔ
を
転
難
Ｔ
よ

足
下
御
入
用
ナ
ク
バ
皆
々
お
遣
シ
成
サ
ル
ベ
ク

候
。

一局
子
ガ
沢
山

コ
レ
有
り
候
テ
、

一局
二
本
お

遣
シ
デ
モ
ヨ
シ
、

母
ガ
忘
レ
て
ヲ
ッ
タ
コ
ト
ヲ
、

お
断
り
下
サ
ル
ベ
ク
候

一　

甘

一
ロ
ニ
紀
君
妻
君
ヲ
表
向
キ
ノ
、

買
ヒ
ニ

相
成
候

ハ
ヅ
也
。

内

ニ
ハ
甚
太
夫
既

二
相
談
致

候
由
、

此
段

ハ
安
心
成
サ
ル
ベ
ク
候

一　

坂
持
和
泉
、

黙
五
百
程

一
持
チ
来
ル
。

近
所

ハ
断
り
致
シ
候

へ
共
、

此
ノ
如
キ
コ
ト
追
々
コ

レ
有
ル
ベ
ク
存
ジ
候
間
、

土
産

ハ
餘
ル
程

二
御
求

メ
成
サ
ル
ベ
ク
候
。

春
甫
モ
砂
糖
ヲ
持
チ
来
ル
。

一　

庄
屋
方

ハ
書
状
遣
シ
候
と
も
甲
州
行
ノ
留
守

モ
測
ル
ベ
カ
ラ
ズ
候
故
、

皆
々
無
事

二
致
シ
候
事

ヲ
足
下

ヘ
ノ
書
中

一基
自キ
込
ミ
呉
ヨ
ト
ノ
事
也
。

右
之
通
り
御
伝
声
下
サ
ル
ベ
ク
候
。

外

二
中
シ

陳
ジ
候
事

ヨ
レ
無
ク
候
。

先
生

二
宜
シ
ク
頼
ミ
入
レ
候

一
　

母

ハ
足
下

ノ
立

ツ
の
後
、

早
速
辰
墓
致

シ

道
路
志
無
キ
事
フ
祈
ム
積
リ
エ
候
庭
、

延
引
致

シ
、

花
願
ヒ
ニ
展
墓
致
シ
安
心
仕
り
候

二
月
廿

一
目
認

一　

道
立
、

寛
太
十

一
日
二
来
り
候
。

越
民
卜
二

人
也順

也
無
事
、

炊
汲
裁
縫
仕
り
居
り
候

宇
右

ハ
天
氣
宜
キ
故
、
日
々
粥
茶
中
シ
居
候

母

ハ
一
昨
年
以
来
ノ
需
ノ
書
画
ヲ
国
々
カ
キ

居
り
申
候
。

書
画
ガ
、

ナ
ニ
ヨ
リ
、

マ
ギ
レ
テ

宜
候富

士
山

ハ
既

二
望
ミ
成
サ
レ
候
ハ
ン
。

話
ガ
、

サ
ゾ
、
タ
マ
リ
居
り
候

ハ
ン
。

若
様
、

江
戸
御
発
鷲
、
日
限
、

未
ダ
、

カ
キ

ト
分
り
申
サ
ズ
候
、

キ
ワ
マ
リ
候

ハ
バ
御
知
ラ

セ
成
サ
ル
ベ
ク
候
、

相
染
ミ
申
ベ
ク
候

と
か
ら
、

七
歳
で
紅
染
が
早
世
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

そ
し
て
、

正
月
二
日
の
再
会
を
楽
し
み
に
す
る
こ
と
ば
で
し
め
く
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

以
上
二
通
の
書
簡
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
少
栞

の
行
き
届
い
た
愛
情
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヤ

ｄ

ガ

係
　

　

　

！
左

体

　

　

　

　

ｏ
印
本
紙
欠
損
ア
リ

・　
　
　
　
　
　
　
　
一
紙
の
右
端
巻
き
表
の
か
え
し
に

み
イ
ー
■
■
ま
す
ｒ

■
■
‐

御
母
様

″
転

な
・
孫
ど
技

野
中雛

ッイ
友
グ
Ｆ

キ
ぞ
ぱ
考

り

，γ
―ヽ
ィ
み
ル
４
１友
物
探

屯
が
ル
タ
ー
ー

犠

η
北

符
鮮
棋
熔

ウ
Ｙ
付
ウ
ｋ
卜
法
て
，～

４
１
Ｉ

解
―
く
毎
ク，

ど
ん

か

Ａ

攻

イ

ー
リ

多

ぞ

↓

め

文中
ｒ
ｉ
ｔ
ｉノ
し
生
″
７
ゃ
勺
／
１
、
―

十

存

れ

ｒ

久
々
に
て
申
し
上
げ
候
い
よ
い

よ
お
し

つ
め
申
し
候

皆
様
益
々
御
機
嫌
よ
ろ
し
く
○

①
遊
ば
さ
れ
お
目
出
度
く
存
じ
上

げ
申
し
候
　
此
方
皆
々
紅
染

き
げ
ん
よ
く
致
し
お
り
申
し
候

御
そ
ま

つ
な
が
ら
御
歳
暮
の

し
る
し
　
此
の
品
指
し
上
げ
申
候

紅
染

①
書
指
出
し
○
し
候
　
手
習
も

少
し
は
い
た
し
候

へ
ど
も
　
此
の

頃
久
し
く
か
き
申
さ
ず
候
故
　
不

出
来
に
て
は
　
御
座
候

へ
ど
も

独
し
て
か
き
申
し
候
　
い
づ
れ

正
月
二
日
に
め
で
た
く
　
御
め

め
も
じ
申
し
候
と
あ
ら
あ
ら

め
で
た
く
申
し
上
げ
候

十
二
月
甘
七
日



能 古 博 物 館 だ よ 「成4年 3月31日 (4)

玄
一
キ

γ
ヽ
■
ｎ
，声

エ

「扇面 自 題 淡 彩桜花図」(156× 360)

「色彩 野 菊図」(214× 290)

「仙屋賛 竹 図」1831年作

(958×362)

今
回
の
企
画
展
で
は
、

少
乗
が
得
意
と

し
た
四
君
子
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
植
物
や

生
物
、

画
稿
に
い
た
る
ま
で
、

生
活
史
料

も
含
め
て
約
百
点
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

一象
快
な
筆
運
び
の
菊
図

な
ど
、

少
乗
の
人
柄
を
見

る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
に

掲
載
し
た
作
品
は
、

そ
の

中
で
も
特
に
丁
寧
に
仕
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

「
仙
屋
賛
竹
図
」
（上
）

に
は

「
女
子
進
退
は
竹
に

於
て
馬
を
見
す
」
と
い
う
仙
屋
の
賛
が
あ

り
ま
す
。

当
時
少
栞
は
三
十
四
才
、

仙
屋

は
八
十
二
才
。
こ
れ
が
仙
屋
の
少
乗
に
対

す
る
訓
戒
の
言
葉
で
あ
る
な
ら
、
と
て
も

面
白
い
作
品
で
す
。

「
自
題
式
亀
図
」
（左
）
は
亡
く
な
る
前

年
の
作
品
で
す
。

亀
井
家
隆
盛
の
時
代
を

築
い
た
五
亀

（南
冥

・
昭
陽

・
曇
栄

・
大

荘

。
大
年
を
五
亀
と
称
し
た
）
も
す
で
に

な
く
、

彼
ら
を
偲
び
自
分
と
息
子
待
永
を

式
亀
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

少
乗
ら
し

か
ら
ぬ
う
ら
寂
し
さ
が
漂
い
ま
す
。

一た
汗
セ
競
‐

空
と
考
れ

音
４
述
せ

主
ネ
４
Ｈ

ど
な
ヌ
ん
ｎ
　
　
ｉ

ケ
妥

ヤ

私

騨

鰹

「自題 弐 亀図J1856年 作 (376× 542)



「相
近
賛
　
手
ヨ
梅
図
」
（
９５

。
２
Ｘ
３０

．
０
）
福
岡
市
博
物
館
所
蔵

摩

一

，
検
れ
，
！

‘
ギ
サ
赫
〓
■
解
■
務
ュ
紘
！
拡
，
佐

「桐
近
賛
　
梅
図
」
（１１４

・
８
×
２８

・
０
）
福
岡
市
博
物
館
所
蔵

「相
近
賛
　
手ヨ梅
図
」
（９４

・
Ｏ
Ｘ
３０

．
５
）
福
岡
市
博
物
館
所
蔵

少
乗
と
玉
篠
。

お
互
い
に
直
接
交
流
は

な
か

っ
た
。

玉
篠
の
父
相
近

（す
け
ち
か
）

は
、

少
栞
祖
父
南
冥
の
初
期
の
弟
子
。
し

か
も
唐
人
町
の
亀
井
家
と
二
川
屋
敷
は
約

百
米
の
近
さ
で
あ

っ
た
が
、
と
く
に
両
家

の
交
際
は
な
か

っ
た
。

後
に
亀
井
家
は
百

道
に
移
転
。

少
栞
は
玉
篠
に
六
歳
の
年
長

で
あ
る
。

次
に
、

玉
篠
作
品
を
少
乗
と
の
比
較
で

述
べ
る
。

上
段
左
側
二
点
の
絵
は
、

雪
中

に
固
い
書
を
見
せ
る
梅
。

右
は
夜
景
の
梅
、

こ
れ
も
梅
花
と
す
る
に
早
い
図
で
あ
る
。

右
下
段
は
、

色
彩
で
鯛
漫
の
桜
花
図
、

い
ず
れ
も
少
栗
に
な
い
図
柄
で
あ
る
。

玉
篠
図
の
特
徴
は
、

淡
墨
で
画
面
を
薄

暗
く
し
て
雪
景
の
梅
、

或
い
は
夜
の
梅
を
表

現
す
る
手
法
、

ま
た
色
彩
で
桜
花
、

そ
の
樹

幹
を
手
荒
い
タ
ッ
チ
で
描
く
画
法
。
こ
れ

ら
は
少
栗
に
見
ら
れ
な
い
。

少
乗
は
、

白
地

に
梅
花
を
具
象
的
に
描
く
。

ま
た
絵
の
対

象
は
、

少
乗
は
多
種
多
様
に
及
ぶ
特
長
が

あ
り
、

両
者
画
技
の
上
下
は
論
外
に
す
る
。

「相
近
賛
　
桜
花
図
」
（１３２
・
０
×
郷
・
６
）

「相
近
賛
　
梅
花
図
」
（
１０５

・
５
×
３０

．
５
）

( 5 )第 1 2号 能 古 博 物 館 だ よ り

i11球軍筆碍勢機拝撃写客習誓筆争誓酔
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を
そ
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れ
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左
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４
４
″
，
一サ
を

路
‐
礁
“轟



能 古 博 物 館 だ よ り 平成 4年 3月 31日 (6)

●

玉篠 「竹図」(275×186)

福岡市博物館所蔵

二
川
瀧
子

（
の
ち
玉
篠
と
号
す
る
。

以

下
本
文
中
は
玉
篠
と
す
る
）
は

一
八
①
五

（文
化
二
）
年
、

二
川
相
近

（
一
七
六
七

～

一
八
王
六
）
の
二
女
と
し
て
枡
木
屋
町

（福
岡
市
中
央
区
）
に
生
ま
れ
る
。

父
相
近
は
福
岡
藩
士
で
あ
り
、

書
家

・

今
様
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

二
川
家

は
、

代
々
藩
の
料
理
方
で
、

祖
父
の
相
直

は
御
料
理
人
頭
を
勤
め
た
人
で
あ
る
。

相

直
は
か

つ
て
よ
り
儒
者
亀
井
南
冥
と
親
じ

く
、

息
子
の
相
近
は
亀
井
塾
に
入
門
さ
せ

て
お
り
、

相
近
は
そ
の
影
響
で
経
政

の

学
を
志
す
。

十
六
才
か
ら
は
書
道

に
専

心
、

二
十
八
才
の
と
き
料
理
方
の
家
に
生

ま
れ
な
が
ら
、

福
岡
藩
主
斉
隆
公
よ
り
書

道
師

へ
の
転
業
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

琵
琶
を

得
意
と
し
、

和
歌
や
今
様
に
も
巧
み
な
人

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
と
く
に
病
身
の
た

め
と
い
う
理
由
が
あ

っ
た
わ
け
で
も
な
い

よ
う
だ
が
、

亡
く
な
る
ま
で
の
二
十
年
間

は
、
自
宅
よ
り
門
外

へ
出
よ
う
と
は
し
な

か

っ
た
。

玉
篠
に
は
鶴
子
と
い
う
十
才
年
長
の
姉

が
あ
る
が
、

鶴
子
と
は
母
を
異
に
し
て
い

る
。

玉
篠
の
母
は
中
村
氏
の
女
で
あ
る
が
、

相
近
に
と

っ
て
は
二
人
目
の
妻
で
あ
る
。

姉
鶴
子
の
母
で
あ
る
妻
は
、

菅
氏
の
女
で
、

長
男
旗
男
が
四
才
で
早
世
し
た
後
、

そ
れ

が
原
因
で
あ
ろ
う
か
相
近
は
鶴
子
の
生
母

を
離
縁
し
た
の
で
あ
る
。

玉
篠
二
才
の
と
き

（
一
八
〇
六
年
）
祖

母

（相
近
の
実
母
）
が
亡
く
な
る
が
、

父

相
近
が
終
生

三
十
年

に
わ

た
り
家
を
出

な
く
な

っ
た

の
は
▼こ
の
少

し
以
前
頃
か

ら
だ
と
い
わ

れ
る
。

相
近

は
か
た
く
な

と
も
思
わ
れ

る
頑
固
さ
で

外
出
を
拒
ん

で
い
た
よ
う

で
、

春
山
育
次
郎
著

『
野
村
望
東
尼
篤
』

に
は

「藩
主
の
斉
清
公
よ
り
近
所
の
源
光

院

（現
在
の
西
公
園
、

二
川
家
か
ら
歩
い

て
十
分
の
距
離
）
に
召
さ
れ
て
も
、

辞
を

設
け
て
辞
し
た
る
事
実
あ
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
自
宅
に
籠
も
り
き
り
の
生
活
の

中
、
日
々
相
近
は
、

書
、

今
様
、

和
歌
、

琵
琶
に
研
鑽
を
か
さ
ね
た
。

そ
の
真
摯
な

態
度
は
、

石
松
元
啓
著

『
二
川
相
近
博
』

の
中
の

「
（相
近
は
）
そ
の
帯
の
中
よ
り
、

三
、

四
寸
の
筆
の
軸
の
切
り
た
る
を
出
し

て
見
せ
、

朝
夕
机
に
の
ぞ
ま
ざ
る
の
間
、

ま
た
、

無
用
の
客
来
た
り
て
、

長
話
す
る

時
、

尤
長
夜
に
て
、

寝
覚
め
せ
し
時
な
ど
、

こ
れ
を
ひ
ね
り
て
、

人
知
れ
ず
筆
法
を
練

習
す
る
と
い
え
ど
も
、

そ
の
志
を
得
ず
と
、

歎
息
せ
ら
れ
き
。

時
に
六
十
余
歳
の
時
な

り
。

」
と
い
う
記
事
よ
り
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

●
鶴
子
と
玉
篠

玉
篠
と
姉
の
鶴
子
の
姉
妹
は
、

才
女
と

し
て
評
判
の
二
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
姉
妹

が
教
え
を
う
け
た
の
は
も
ち
ろ
ん
父
相
近

で
あ
り
、

父
は
娘
た
ち
に
童
ミ

画
、

音
楽
、

蹴
鞠
な
ど
を
は
じ
め
、

高
い
教
養
を
身
に

つ
け
さ
せ
た
。

玉
篠
は
、

書
に
関
し
て
、

『
大
指
の
頭

の
腹
に
人
指
を
以
て
、

字
書
修
行
す
る
に
、

い
か
程
の
大
字
も
い
か
程
の
小
学
も
書
か

る
る
も
の
也
』
と
教
え
を
う
け
、

そ
の
こ

と
ば
は
指
導
の

一
端
を
物
語
る
も
の
と
し

て
相
近
伝
に
の
こ
る
。

画
を
最
も
得
意
と

す
る
玉
篠
の
作
品
に
は
父
相
近
の
描
い
た

も
の
と
見
分
け
が

つ
か
な
い
も
の
も
多
く
、

和
歌
は
あ
ま
り
詠
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、

音
楽
は
父
の
仕
込
み
に
よ
り
姉
妹

と
も
ど
も
心
得
、

管
弦
雅
楽
に
は
そ
の

一

員
と
し
て
加
わ

っ
た
。
ま
た
、

玉
篠
は
、

運
動
神
経
も
発
達
し
て
い
た
よ
う
で
、

蹴

鞠
も
特
技
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ

ＺＯ
。鶴

子
は
琵
琶
を
弾
じ
、

玉
篠
は
琴
を
よ

く
し
た
が
、

姉
妹
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

対
照
的
な
性
格
の
女
性
で
あ

っ
た
と
い
わ

れ
る
。

相
近
の
外
事
秘
書
的
な
役
割
に
あ
っ

た
の
は
玉
篠
で
、

彼
女
は
画
風
か
ら
も
う

か
が
え
る
よ
う
に
、

活
発
、

い
わ
ゆ
る
男

ま
さ
り
の
性
格
で
あ

っ
た
。　

一
方
内
事
秘

書
的
な
役
割
を
こ
な
し
た
の
は
姉
の
鶴
子

で
あ
り
、

彼
女
は
温
和
な
性
格
と
優
れ
た

記
憶
力
で
信
頼
を
得
て
い
た
。

こ
の
姉
妹
は
、

鶴
子
が
四
十
歳

（後
に

友
古
と
称
す
る
藩
医
鶴
原
氏
の
子
息
方
作

を
婿
と
す
る
が
、

子
は
う
ま
れ
な
か
っ
た
）、



玉
篠
が
三
十
九
歳
の
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
結

婚
し
て
い
る
。

当
時
と
し
て
は
、

非
常
に

遅
い
結
婚
で
あ
り
、

そ
れ
も
相
近
が
亡
く

な

っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

二
人
の
娘
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
生
か
し
て
父
を
助
け

た
の
で
あ
ろ
う
が
、

家
族
の
様
相
と
し
て

は
か
な
り
個
性
的
で
あ
る
。

外
出
嫌
い
の

父
親
と
適
齢
期
を
過
ぎ
た
未
婚
の
娘
た
ち
、

風
変
わ
り
な
家
だ
と
好
奇
の
目
を
む
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

彼
女
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
の
中

で
存
分
に
才
能
を
育
み
、

殊
に
玉
篠
は
独

特
の
個
性
を
発
揮
、

闇
秀
画
家
と
し
て
晩

年
ま
で
活
躍
す
る
。

奇
抜
と
も
思
え
る
構

図
や
筆
遣
い
の
作
品
が
日
に
つ
く
が
、

そ

れ
ら
を
描
か
せ
た
豊
か
な
感
性
は
、

父
相

近
の
世
間
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

な
教
育
の
中
で
つ
ち
か
わ
れ
た
も
の
で
あ

フつ
う
。

し
か
し
、　

一
八
三
六

（天
保
七
）
年
そ

の
父
も
亡
く
な
る
。

長
い
間
外
出
す
る
こ

と
を
拒
み
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

藩

に
は
重
く
扱
わ
れ
た
存
在
で
あ

っ
た
。

享

年
七
十
歳
で
あ

っ
た
。

●
玉
篠
の
結
婚
以
後

一
八
四
三

（天
保
十
四
）
年
、

玉
篠
は

野
村
貞
賃
の
二
男
鉄
太
郎
と
結
婚
。

当
時

玉
篠
は
闇
秀
画
家
と
し
て
才
媛
の
名
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
が
、

年
齢
は
す
で

に
三
十
九
歳
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、

大
の
鉄
太
郎
は
二
十
七

歳
。

十
ｉ
歳
年
下
の
婿
で
あ
る
。

鉄
太
郎

の
父
野
村
新
三
郎
貞
賃
は
、

福
岡
藩
■
で
、

そ
の
後
妻
が
有
名
な
女
流
勤
皇
家
で
あ
り

歌
人
の
野
村
望
東
尼
で
あ
る
。

野
村
夫
妻

は
、

大
隈
言
道
を
師
と
し
て
入
門
し
て
い

た
が
、

大
隈
言
道
は
相
近
の
門
人
で
も
あ

り
、

相
近
は
言
道
を
と
お
し
て
野
村
夫
妻

と
親
交
を
も

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

二

女
の
玉
篠
に
迎
え
る
婿
の
こ
と
も
、

折
り

に
ふ
れ
て
夫
妻
に
話
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

し
、

野
村
夫
妻
も
相
近
や
そ
の
娘
た
ち
の

学
才
に
少
な
か
ら
ぬ
畏
敬
の
念
を
抱
い
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

に
し
て
姉
鶴
子
と
友
古
夫
妻
の
間
に
子
供

が
な
か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

鉄
太
郎
は

玉
篠
の
婿
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

玉
篠
の

大
鉄
太
郎
と
い
う
人
は
、

の
ち
に
幸
之
進

相
遠
と
称
し
、

国
学
、

和
歌
な
ど
の
た
し

な
み
、

武
芸
に
も
秀
で
、

書
家
と
し
て
の

家
職
を
襲
う
。

性
質
は
い
た

っ
て
温
和
な

人
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

当
時
評
判
の
間
秀

画
家
玉
篠
が
、

十
二
歳
年
下
の
優
し
い
印

象
を
伝
え
ら
れ
る
鉄
太
郎
と
結
婚
し
た
の

は
、

二
川
家
の
家
督
を
嗣
ぐ
も
の
の
誕
生

を
望
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

念
願
か
な

っ
て
、

結
婚
後
三
年
た

っ
た

一
八
四
六

（弘
化
三
》
年
二
川
家
の
嫡
子

幸
之
進
が
出
生
す
る
。

そ
し
て
同
年
玉
篠

の
結
婚
と
二
川
家
後
嗣
の
誕
生
を
見
た
玉

篠
の
母
は
安
堵
の
う
ち
に
永
眠
に
つ
く
。

し
か
し
、

そ
れ
か
ら
十
年
後
の

一
八
五

八

（安
政
五
）
年
四
月
、

夫
鉄
太
郎
は
四

十
二
歳
で
妻
子
を
遺
し
て
世
を
去
る
。

当

時
玉
篠
は
五
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

未
亡
人
と
な

っ
て
か
ら
も
そ
の
才
名
を
ま

す
ま
す
高
く
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、　

一
八
六
五

（慶
応
元
）
年
四

月
、

二
川
玉
篠
は
享
年
六

十
歳
の
生
涯
を

閉
じ
、

円
応
寺
二
川
家
の
墓
に
眠
る
。

相
近
は
、

玉
篠
と
鶴
子
を
そ
れ
ぞ
れ
の

性
質
に
応
じ
て
教
育
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
愛

し
、

彼
女
た
ち
も
父
を
こ
よ
な
く
敬
慕
し

た
。

相
近
を
中
心
と
し
た
鶴
子
、

玉
篠
、

そ
し
て
母
、

彼
ら
の
間
で
ど
の
よ
う
な
精

神
的
交
流
が
な
さ
れ
た
の
か
具
体
的
な
事

実
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

玉
篠
を
語
る
と
き
、

相
近
の
影
か
常
に
つ

き
ま
と
う
。

そ
し
て
、

主
篠
の
結
婚
は
、

当
時
と
し
て
は
最
も
重
要
と
さ
れ
た
こ
と

な
の
で
あ
う
が
、

い
か
に
も
二
川
家
の
後

嗣
を
遺
す
た
め
と
い
う
様
相
を
呈
す
る
。

も
し
、

友
古
、

鶴
子
夫
妻
に
後
嗣
が
生
ま

れ
て
い
れ
は
、

玉
篠
は
生
涯
独
身
で

一
心

に
書
画
を
書
き
続
け
た
か
も
し
れ
な
い
、

な
ど
と
筆
者
は
想
像
す
る
。

そ
れ
ほ
ど
に

玉
篠
は
ユ
ニ
ー
ク
な
女
性
で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
。

そ
の
玉
篠
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た

の
は
相
近
で
あ
る
。

的
前
田
淑
著

『福
岡
藩
幕
末
歌
人
二
川
鶴
子

―
そ
の
家
系

・
生
涯

・
作
品
―
』

Ｏ
ｉ
川
瀧
二
郎
著

『
二
川
相
近
風
韻
』

０
石
松
元
啓
著

『
二
川
相
近
篤
』
０
に
掲
載

側
春
山
育
次
郎
著

『野
村
望
東
尼
伝
』

０
西
日
本
新
聞
社

『福
岡
県
百
科
事
典
』

（学
芸
員
　
松
尾
由
美
子
）
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前
年
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作
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作
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本
誌
好
評
連
載
中
の
亀
井
少
乗

（
一
七
九
八
～

一
八
五
七
）
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

少
乗
は
亀
門
学
の
大
儒

・

南
冥
の
孫
、

昭
陽
の
長
女
と
し
て
学
問
に
励
み
、

家
塾
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
女
性
の
社
会
進
出
が
常
識
に
な
か

っ
た
当

時
と
し
て
は
希
有
の
こ
と
で
あ
り
、

注
目
に
値
す

る
存
在
で
す
。
ま
た
、

同
時
期
間
秀
画
家
と
し
て

評
判
で
あ
っ
た
二
川
玉
篠

（
一
八
〇
五
～

一
八
六

五
）
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
、

江
戸

後
期
を
生
き
た
二
人
の
女
性
の
詩
書
画
三
絶
の
技

を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

今
展
覧
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

亀
井
准

輔
、

秋
子
ご
夫
妻
、

福
岡
市
博
物
館
渡
邊
雄
二
氏

を
は
じ
め
学
芸
課
の
方
々
、

福
岡
市
民
図
書
館
首

藤
卓
茂
氏
よ
り
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

二

川
玉
篠
に
関
し
て
は
、

福
岡
女
学
院
短
期
大
学
前

田
淑
先
生
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
）

江 戸 後 期

筑 前 閣 秀 展
_亀 井 少 乗 _

二 川 玉 篠
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